
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和4年1月5日(水）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：金井　優樹
	藤原
	成田
	金井
	松舘
	川守田
	国光
	滝田
	澤田
	種市
	織田
	小沼

	休
	休
	〇
	休
	準
	深
	〇
	準
	深
	〇
	〇

	坂本
	畑中
	大湊
	松村
	柴田
	金谷
	土橋
	小原
	荒木田
	中村
	山之口

	〇
	早退
	深
	休
	休
	五福　
	〇
	〇
	〇
	休
	準

	中野
	鶴飼
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	休
	○
	
	
	

	
	
	

	

	
	



＜病棟連絡事項＞
・特記事項なし。

＜ユニット移動・転出＞
・古川　トミヱ様～南病棟に移動。

＜患者様連絡事項＞
・大久保　恵様～状態確認目的にて施設職員とSW面談している。今後はGH探していく。

・大沢　靖徳様～1/7（金）措置解除となり、同日10：00母様の迎えにて退院予定。退院後そのままみちのく記念病院外来受診となる。措置解除面接は明日か、1/7退院前に実施予定。

・安達　貴浩様～スミルスチック１本処方。

・古川　トミヱ様～聾唖者の長男様よりＦＡＸでの返答なく、ケアマネージャー木村氏へ病棟移動の連絡と、ワクチン接種の確認を依頼している。1/26（水）13：00　内科診察室にて介護認定調査。

・浪岡　正志様～覚醒不良にて朝食摂取と服薬が困難。主治医へ報告し朝食後薬スキップの指示。昼食も1/4摂取にて点滴処方となる。エンシュアリキッド７日分継続処方。

・西野　純子様～インスリンの実施について不確定であり、八戸市民病院より情報提供書の送付を小屋敷ＳＷへ依頼している。

・外城　明様～兄様へ連絡し、アルコール依存症治療プログラムに対する拒否があり、治療継続が困難であること、またプログラム中止により入院治療の継続が出来ず、今後についての確認を行う。兄様、一度面会にて本人を説得したいとのこと。明日1/6（木）14：30オンライン面会申し込みされている。

・小澤　和子様～下義歯の破損あり医事に連絡している。家族連絡済み。食事は粥・刻み食に変更。

・熊谷　良幸様～臀部のただれあり持参のアズノール塗布している。褥瘡予防のため長時間の車椅子離床は避け臀部の除圧に努めていく。排便回数が多いため患部が長時間排泄物に触れないよう清潔、乾燥に努めていく。皮膚科受診予定。

・大村　アイ様～降圧剤調整中だが血圧高値が続いている。明日、内科医と主治医に報告していく。本人より不調訴えはなく食事も摂れている。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放するとすぐに他室侵入して私物を弄ろうとするため、早めに開放観察を終えている。隔離中は静穏にて経過。
トイレの水を飲んでしまう行為あり、介入して適宜水を提供している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・太田　富夫様～終日隔離中。本日より10：00～12：00、14：00～16：00開放観察開始。開放中はやや気分の高さあるが、整容したり新聞を読み落ち着いて過ごせている。女性スタッフへの慣れ慣れしさがある。飲水量は自分で計算して自制できている。水中毒について理解不十分な事を自覚しており学習意欲があった為、資料を渡しながら指導したが、言動上では理解が伺えていた。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00拘束一時解除実施。開放中は特定の他患へ付き纏い叫ばれてしまった事を気に手を口に入れて踏ん張る様子あり、14：15　不穏時のレボトミン（25）1T服薬。その後も多動で自制困難あり、15：00　早めに開放観察終了している。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介
入・観察を行っていく。

・関川　良雄様～身体拘束中。食事中は身体拘束一時解除するが、自立して摂取出来ている。昨日牛乳の紙パックを異食しようとするところ発見。牛乳は紙コップで提供していく。拘束中は不穏行動なく落ち着いている。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・沼畑　宮子様～本人より食事摂取の希望あり。本日昼より常食（粥・キザミ・ハーフ）にて食事再開。まバイタルサイン異常ないが爪床チアノーゼあり、末梢冷感あり。声掛けには疎通良好で発語も聞かれている。

・和田　昌様～体温37.6～36.4℃。食事は介助にて全量摂取。採血結果よりWBC11500　CRP8+と緊急値。昨夜は体熱感、発汗見られていた。主治医指示にて点滴3本と抗生剤2本が3日分処方となる。

＜深澤Dr診察＞
・関川　良雄様～臨時薬処方変更無く7日分処方となる。

・飯田　修子様～臨時薬処方変更無く7日分処方となる。

・熊谷　良幸様～・チアプリド錠（25）1T×3　毎食後　→　off
・トラゾドン塩酸塩（25）1T　×vds　→　off
・デエビゴ（5）→デエビゴ（2.5）へ減量
・センノシド（12）2T　×ｖｄｓ→　off ※排泄状況要観察
以上変更。その他処方変更無く7日分処方となる。1/8～持参薬当院切り替え深澤Drへ依頼済。

・中山　真由美様～本日夕からファモチジン錠offとなる。その他処方変更無く7日分処方となる。

＜小柳Dr診察＞
・沼畑　宮子様～明日よりビーフリード500ml開始予定であったが点滴漏れの可能性が高いため、ラクテック500ml継続とし、低血糖予防としてラクテックに50％ブドウ糖混注の指示となる。

・大沢　靖徳様～退院後はみちのく記念病院へ受診するよう説明し、本人も了解。退院時処方については検討することとなる。

・城前　実様～ジアゼパム止めとなり、ホリゾン4ｍｇ開始となり、他同内容継続。

・福士　昭夫様～臨薬は同内容で継続処方。

＜新入院患者様情報＞
　　日時：R4.1.5 　11：32　　
　　氏名：高橋　信一（タカハシ　シンイチ）様
生年月日：S15.10.7　81歳
　　病名：統合失調症
　　性別：男性
　主治医：金Dr.（サポート医：深澤Dr.）
入院形態：医療保護入院
　　病棟：東病棟Aユニット15号室
　＜経過＞
　希死念慮・自傷行為があり、R3.5.17当院を初診し医療保護入院となっている（１回目）。入院治療にて不安・希死念慮などの症状改善し、R3.9.18自宅への退院となっている。退院後は定期的な当院の外来通院を継続しており、内科はファミリークリニックに通院していた。R3.12.28妻様より架電あり。こわばり、振るえ、身体の火照りがあり、はちのへファミリークリニックを受診したら、当院を受診するよう言われたとのこと。翌12.29当院外来受診している。12月頃より身体のほてりや震え、不安、不眠症状が再燃しており、前回入院前と同様の経過であるため、主治医より入院治療を勧めるが、本人様入院に拒否ありご家族様もなるべく入院は避けたいとの事で、薬物調整を行い、次回外来を１週間後のR4.1.5とし帰宅される。R4.1.2妻様より、前回受診後からフラツキやこわばりが強く、食事の摂取量も不安定になっており排泄などの行動も介助を要す
るため、家族対応が困難であると架電あり。日直今川Dr.へ報告。高齢でもあり、一度一般科の病院を受診し、身体の検査を行っていただくよう指示あり八戸市立市民病院を受診されている。その後も症状変化なく、本日の外来診察にてご家族様からも入院治療の希望あり。薬物調整・精神療法での症状改善目的にて、東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

【コロナ】6/2　6/23実施
【インフル】10/28実施
【他科薬】当院にて処方希望
【洗濯】家族洗濯　１回/週
【オムツ】リハパン家族持参
【緊急時】当院にて出来る限り（AED　心マは希望）
【義歯】上下部分義歯
【車椅子】レンタルAプラン自操
【退院先】自宅
【介護申請】これから
